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建設業	
一人親方の皆様へ	



建設事業に従事する方の	

		特	別	加	入	制	
度	

労災保険は、本来、労働者の負傷、疾病、障害又は死亡に対して
保険給付を行う制度です。	
労働者以外の方のうち、その業務の実情、災害の発生状況などか
らみて、特に労働者に準じて保護することが適当であると認められ
る一定の者に対して特別に任意加入を認めているのが、特別加入

制度です。	
　特別加入未加入の一人親方の方は、建設現場での事故および
その通勤途上において負傷しても元請業者が加入している労災保
険の適用は受けられません。	
　この際、パンフレットを御一読の上、明日への備えのため是非御
加入下さい。	

①　労働者を使用しないで業務を行う一人親方で建設の事業を行う者が　　	
　　 特別加入できます。	
②　建設の事業を行う者とは（大工・左官・とび職）など下記のとおり。	

・土　　　工　　・室内装飾工　・溶　接　工　 ・板　金　工	
・電　気　工 　・タイル張工　 ・屋根ふき工　・建　具　工	
・解　体　工 　・配　管　工　  ・畳　　　工　   ・機械据付工	
・塗　装　工　 ・鉄　筋　工　  ・杭　打　工　  ・造　園　工	
・鉄　骨　工　 ・防　水　工　  ・ブロック工　  ・ACL工	

・ｺﾝｸﾘｰﾄ工　 ・アンカー工　  ・鳶　　　工　  ・オペレーター	

等々に従事する者。	



特別加入制度の適用を受けるには労働局の
承認が必要です。	

建設従事者安全協力会の会員となることによ
り、一人親方(会員)が　労働者とみなされ、特別
加入の申請をすることが出来ます。	

	
尚、入会の手続きは、所定申込書に必要事項

を記入し、法定保険料及び当会規定の加入金
（加入時のみ）・年会費（途中加入時は月割）を
添えてお申し込み下さい。	

	
加入者の住居は、当会の事務所の所在地を

中心として徴収即第6条第2項第4号に定める区

域を越えないものとする。（関東一円・１都8県）	

一人親方である特別加入者に対する保険給付及び特別支給金の支給について
は、一般の労働者の場合とほぼ同様（下表）ですが、給付額は希望した日額に
よって決定されます。	

※詳細は別表の通り	

療養補償給付	

休業補償給付	

傷害補償給付	

遺族補償給付	

埋　 　葬　 　料	

傷病補償給付	

休業特別支給金	

障害特別支給金	

業務労災に	

関するもの	

療　養　給　付	

休　業　給　付	

障　害　給　付	

遺　族　給　付	

葬　祭　給　付	

傷　病　給　付	

傷病特別支給金	

遺族特別支給金	

通勤災害に	

関するもの	



例、給付基礎日額１万円で加入の場合、補償額は１日８､０００円。	
１ヶ月（３０日）休業した場合	
８､０００円×３０日＝２４０､０００円の支給となります。	

遺　族　の　数	 支　給　年　金　額	 例　１万円で加入の場合	

１　　人	 給付基礎日額の１５３日分	 毎年１５３万円の年金支給	

(55歳以上又は一定の	
　傷害の状態にある妻)	 〃　　　　１７５日分	

毎年１７５万円の年金支給	

２　　人	 〃　　　　２０１日分	 毎年２０１万円の年金支給	

３　　人	 〃　　　　２２３日分	 毎年２２３万円の年金支給	

４人以上	 〃　　　　２４５日分	 毎年２４５万円の年金支給	

例、　給付基礎日額１万円で加入の場合、補償額は１０００万円となります。	

 例、　給付基礎日額１万円で加入の場合、葬祭料は６１５､０００円となります。	
　　　　（３１５､０００円＋１０､０００円×３０日分）　　　上記①の計算	

療　養　費　・・・・保険内診療においては全額無料	
休業補償　 ・・・・1日につき給付基礎日額×80％　（休業補償60％、特別支給20％）	

待機期間中（事故日を含め最初の3日間）は支給されません。	

遺族（補償）年金	

遺族（補償）一時金・・・・遺族年金を受けることができる遺族が全くいない場合、	
　　　　　　　　　　　　　　　 給付基礎日額の1000日分が支給されます。	

遺族特別支給金・・・・一律300万円（この支給金を受けることができる遺族が2名以上	
　　　　　　　　　　　　　　いる場合は、300万円をその人数で除して得た額）	

埋葬料　・・・・業務上又は通勤災害で死亡した労働者の埋葬を行う者に対して支給	
　　　　　　　　　されます。	
　　　　　　　　　支給額は、下記①と②の計算方法によりいずれか高い方が支給され	

　　　　　　　　　ます。	
　　　　　　　　　　　①315,000円+給付基礎日額×30日分	

　　　　　　　　　　　②給付基礎日額×60日分	



障害（補償）年金及び障害（補償）一時金	

１	 313日分の年金 ＋ 342万円	 ８	 503日分の一時金 ＋ 65万円	

２	 277日分の年金 ＋ 320万円	 ９	 391日分の一時金 ＋ 50万円	

３	 245日分の年金 ＋ 300万円	 10	 302日分の一時金 ＋ 39万円	

４	 213日分の年金 ＋ 264万円	 11	 223日分の一時金 ＋ 29万円	

５	 184日分の年金 ＋ 225万円	 12	 156日分の一時金 ＋ 20万円	

６	 165日分の年金 ＋ 192万円	 13	 101日分の一時金 ＋ 14万円	

７	 131日分の年金 ＋ 159万円	 14	 56日分の一時金 ＋ ８万円	

傷害等級　	　給付基礎日額の　　	特別支給金		　　傷害等級　	　給付基礎日額の　	　			特別支
給金	

1級～7級までは年金となり8級～14級までは一時金となります	

例、　給付基礎日額１万円で加入の場合	
１級の場合→毎年３１３万円の年金＋特別支給金３４２万円が支給されます。	

（特別支給金は一時金となります、毎年は支給されません）	
８級の場合→５０３万円＋６５万円＝５６８万円の一時金が支給されます。	

災害が一人親方等である特別加入者の故意又は重大な過失によって
発生した場合については保険給付の支給制限が行われるほか、保険
料の滞納期間中に生じた災害についても支給制限が行われます。	

また、下記の理由に該当する場合は支給を受けられません。　	



給付基礎日額とは、労災保険給付の基準となる	
ものであって、労働者の場合には賃金をもとに算
出されます。	

しかし、一人親方の場合には賃金というものがない
ので、給付基礎日額は、一定の範囲（下表）内から
自分で選択希望して下さい。	
希望した日額に応じ保険給付が行われ、保険料が
決定されます。	

給付基礎日額	 年定額保険料	 給付基礎日額	 年定額保険料	

２５,０００円	 １６４，２５０円	 １０,０００円	 ６５，７００円	

２４,０００円	 １５７，６８０円	 ９,０００円	 ５９，１３０円	

２２,０００円	 １４４，５４０円	 ８,０００円	 ５２，５６０円	

２０,０００円	 １３１，４００円	 ７,０００円	 ４５，９００円	

１８,０００円	 １１８，２６０円	 ６,０００円	 ３９，４２０円	

１６,０００円	 １０５，１２０円 ５,０００円	 ３２，８５０円	

１４,０００円	 ９１，９８０円	 ４,０００円	 ２６，２８０円	

１２,０００円	 ７８，８４０円	 ３,５００円	 ２２，９９５円	

令和4年4月1日現在	

給付基礎日額として希望する額については、
特別加入者の所得水準に見合った適正な額と
して下さい。	

（給付基礎日額×365日×保険料率＝年定額保険料）	

当会に入会される方の諸費用は下記のとおりです（法定保険料は除く）	
なお、労災保険料及び会費は税務上、全額損金となります。	

入会金（初回のみ）	 　年会費（月額）	

　10,000円（税別）	 24,000円（2,000円）	

入会金（初回のみ）	 　年会費（月額）	

　7,500円（税別）	 18,000円（1,500円）	

一般会員	 団体加入（5名以上）	


